
���������������������������
���������������������������
���������������������������

っ
た
所
で
、
爆
心
地
に
近
か

っ
た
こ
と
か
ら
こ
こ
で
多
く

の
遺
体
が
火
葬
さ
れ
た
。
１

９
４
６
年
に
広
島
戦
災
供
養

会
の
前
身
団
体
が
発
足
し
、

養
塔
を
建
立
し
、
約
７
万
柱

の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。慰

霊
行
事
は
午
前
６
時
１５

分
か
ら
始
ま
り
、
上
畠
輝
彦

社
庁
広
島
市
支
部
の
神
職
１２

人
が
奉
仕
し
、
諄
詞
を
奏
上

し
た
。
広
島
市
キ
リ
ス
ト
教

会
連
盟
は
会
長
の
立
野
泰
博

・
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
広
島

８０
年
。
保
有
国
は
核
兵
器
を

米
国
に
よ
る
広
島
へ
の
原

爆
投
下
か
ら
８０
年
を
迎
え
た

６
日
、
超
宗
派
の
宗
教
者
と

市
民
が
東
京
、
奈
良
、
鹿
児

島
の
全
国
３
都
市
で
、
世
界

平
和
を
祈
念
し
な
が
ら
宗
教

施
設
を
巡
る
「
平
和
の
巡

礼
」
を
同
時
に
行
っ
た
。
東

京
で
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
や
カ

ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
、
市
民
、

大
学
生
ら
約
２０
人
が
心
を
一

つ
に
行
進
し
、
世
界
平
和
の

実
現
を
祈
っ
た
。

港
区
の
曹
洞
宗
大
本
山
永

平
寺
東
京
別
院
長
谷
寺
を
出

発
し
、
区
内
の
寺
院
や
教
会

を
参
拝
し
な
が
ら
約
２
時
間

に
わ
た
っ
て
行
進
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
も
訪
れ
、

一
日
も
早
い
戦
争
終
結
を
共

に
祈
念
し
た
。
大
使
館
職
員

の
男
性
は
「
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
よ
り
激

し
く
な
っ
て
い
る
。
私
の
家

族
も
キ
ー
ウ
に
お
り
、
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
」

と
話
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
麻
布
教
会
の

江
部
純
一
主
任
司
祭
は
「
イ

エ
ス
の
御
心
は
愛
と
平
和
そ

の
も
の
。
平
和
を
願
う
私
た

ち
一
人
一
人
の
祈
り
が
神
様

仏
様
に
届
き
ま
す
よ
う
に
」

と
語
っ
た
。

平
和
の
巡
礼
は
、
鎌
田
厚

志
・
曹
洞
宗
直
指
庵
住
職
が

十
数
年
前
に
地
元
・
鹿
児
島

の
宗
教
者
ら
と
共
に
始
め
た

運
動
。
教
団
や
宗
派
、
主
義

主
張
に
と
ら
わ
れ
ず
世
界
平

和
の
一
点
だ
け
を
掲
げ
行
進

す
る
。
東
京
で
の
開
催
は
今

年
で
３
回
目
。

国
際
情
勢
の
悪
化
や
国
内

で
の
排
外
主
義
の
拡
大
を
受

け
、
平
和
を
求
め
る
活
動
の

意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
東
京
の
巡
礼
を

主
管
す
る
中
野
良
教
・
曹
洞

宗
東
禅
寺
住
職
は
「
困
難
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
宗
教
、
人

種
、
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え

て
世
界
平
和
を
人
類
共
通
の

願
い
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
た
。
柴
山
輝
行

・
曹
洞
宗
宗
泉
寺
住
職
は

「
先
人
た
ち
の
『
不
戦
の
誓

い
』
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
人
の
責

任
」
と
語
っ
た
。

（
奥
西
極
）

奈
良
市
で
は
６
日
、
曹
洞

宗
、
浄
土
宗
、
立
正
佼
成
会

の
宗
教
者
ら
２５
人
が
核
廃
絶

や
世
界
平
和
を
祈
り
な
が
ら

「
平
和
の
巡
礼
」
を
行
い
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
法
相
宗
大

本
山
興
福
寺
ま
で
歩
い
た
。

出
発
前
、
森
俊
英
・
浄
土

宗
正
明
寺
住
職
の
提
案
で
参

加
者
は
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
（
被
団
協
）
が

５
日
に
発
表
し
た
声
明
を
黙

読
し
た
。
鎌
田
厚
志
・
曹
洞

宗
直
指
庵
住
職
は
参
政
党
所

属
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
核

武
装
は
安
上
が
り
」
発
言
な

ど
に
触
れ
「
核
戦
争
に
な
れ

ば
全
て
が
終
わ
る
。
対
立
や

暴
力
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
方
で
祈
っ
て
歩
き
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

６
日
も
厳
し
い
暑
さ
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
市
民
や
外
国

人
旅
行
者
か
ら
の
応
援
の
声

を
受
け
な
が
ら
興
福
寺
に
到

着
。
南
大
門
跡
か
ら
中
金
堂

の
方
角
に
向
か
っ
て
祈
り
を

捧
げ
た
。

僧
侶
ら
が
巡
礼
す
る
姿
を

偶
然
見
か
け
て
合
流
し
た
清

水
え
り
氏（
３０
）は
「
日
本
は

唯
一
の
被
爆
国
で
、
平
和
を

訴
え
る
必
要
が
あ
る
。
日
本

人
は
祈
り
の
民
族
で
あ
り
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
て
一
緒
に
歩
き
、

祈
ら
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
話

し
た
。

鎌
田
住
職
に
よ
れ
ば
、
次

回
は
世
界
同
時
巡
礼
を
計
画

し
て
お
り
、
バ
チ
カ
ン
や
、

情
勢
次
第
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
巡
礼
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。

（
椎
葉
太
貴
）

本
山
三
井
寺
（
園
城
寺
）
で

６
日
朝
、
原
爆
犠
牲
者
慰
霊

・
世
界
平
和
祈
願
法
要
が
営

ま
れ
た
。
広
島
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
午
前
８
時
１５
分
に

が
観
音
堂
前
で
黙
祷
を
捧

げ
、
般
若
心
経
を
上
げ
た
。

こ
の
後
、
平
和
を
願
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
短
冊
と

か
え

自
然
に
還
る
素
材
で
作
ら
れ

原爆

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８０００００００００００００００００００００００００

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

諄
詞
を
奏
上
し
核
兵
器
無
き
世
界
の
実
現
を
願
う
広
島

県
宗
教
連
盟
理
事
長
の
野
上
光
康
・
三
篠
神
社
宮
司

「不戦の誓い」次代へ
全国３都市で
平和の巡 礼 文化・人種超え祈り

都
内
を
巡
礼
す
る
宗
教

者
と
市
民

東

京

奈良市の三条通りを歩く宗教者ら

道
中
、一
般
か
ら
の
参
加
も

奈

良

8月8日（令和７年）2025年（ 3）




